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主な記事 表紙写真
●平成２３年度施政方針・・・・Ｐ２～ P３
●町内小学校入学式・・・・・・Ｐ５
●ふるさと納税・・・・・・・・Ｐ７

　４月１４日、南大隅町消防団に伊藤知事から消防
庁長官表彰旗が授与されました。この表彰旗は防災
思想の普及や災害防御対策などの成績が特に優秀な
消防機関に対して贈られるもので、町消防団は災害
時の今までの活動など総合的な取り組みが高く評価
され今回の受章となりました。
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昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
宮
崎
県
に

お
い
て
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
そ
の
被
害
拡

大
を
大
変
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
、
広
域
的
、
24
時
間
体

制
に
よ
る
防
疫
対
策
に
よ
り
、
肝
属
地
区

へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
７
月
に
発
生
し
た
、
大
浜
船
石
川
の

土
石
流
災
害
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
避

難
勧
告
と
国
道
２
６
９
号
線
の
寸
断
は
、

住
民
生
活
・
地
域
経
済
に
深
刻
な
る
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
民
生
の
安
定

と
存
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
私
は
、
平
成
21
年
４
月
に
就
任
以
来
、

施
策
成
果
の
目
標
を
「
子
や
孫
と
一
緒
に

暮
ら
せ
る
ま
ち　

〜
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
〜
」
と
定
め
、「
農
商
工
連
携
」、「
定

住
促
進
」、「
健
康
づ
く
り
」
の
３
本
柱
を

重
点
と
し
た
施
策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
は
、
昨
年
３
月
以
降
運
休

し
て
お
り
ま
し
た
、
山
川
・
根
占
航
路
が

復
活
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
幹
線
開
業
と
山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー

運
航
再
開
を
時
の
利
と
し
て
、
大
勢
の
方

が
訪
れ
る
よ
う
積
極
的
な
観
光
客
の
誘
客

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
は
、
従
来
に

も
増
し
た
、
各
課
の
横
断
的
連
携
と
３
本

柱
の
リ
ン
ク
に
よ
る
成
果
を
観
光
の
振

興
、
産
業
全
般
の
活
力
に
結
び
つ
け
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

●
「
農
商
工
連
携
」
の
推
進

　

特
産
品
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
地

域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」「
雇
用
創
造
実

現
事
業
」
を
活
用
し
、
今
年
度
は
販
路
に

係
る
プ
レ
ゼ
ン
力
を
高
め
る
た
め
更
な
る

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
特
に
町
内
に
賦
存

す
る
特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
を
含
め
、
本

町
の
特
性
を
生
か
し
た
特
産
品
作
り
を
推

奨
、
新
幹
線
効
果
に
あ
や
か
り
つ
つ
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
販
売
促
進
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
周
辺
を
観
光
客
の
集
客
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
港
公
園
の
再
整
備
、
ふ
れ
あ

い
ド
ー
ム
や
ネ
ッ
ピ
ー
館
と
の
相
乗
効
果

施政方針施政方針
平成２３年度平成２３年度

子や孫と一緒に暮らせるまち　～人口減少に歯止めを～

南大隅町長　森田俊彦南大隅町長　森田俊彦
森田町長が３月議会定例会本会議で平成２３年度
施政方針を述べましたので、一部要約して掲載い
たします。

「農商工連携」「農商工連携」 「定住促進」「定住促進」 「健康づくり」「健康づくり」

「観光の振興」「観光の振興」
＋
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を
図
る
た
め
、
商
工
会
や
関
係
機
関
等
の

ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
観
光
客
向
け
の

観
光
案
内
や
相
互
交
流
、
地
域
産
品
提
供

の
館
と
し
て
「
観
光
交
流
物
産
館
」
の
建

設
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
「
定
住
促
進
」
対
策
に
つ
い
て

　

地
域
担
当
職
員
に
よ
る
町
内
全
自
治
会

を
対
象
と
し
た
「
空
き
家
調
査
」
の
結
果

を
踏
ま
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
載
、
引
き
続
き
「
南
大

隅
町
定
住
者
住
宅
取
得
資
金
補
助
金
制

度
」
を
推
奨
、
町
内
外
か
ら
の
定
住
希
望

者
に
対
し
本
町
の
定
住
促
進
策
を
推
進
し

定
住
人
口
増
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

●
「
健
康
づ
く
り
」
へ
の
取
組

　

一
次
予
防
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推

進
を
町
民
挙
げ
て
の
大
衆
運
動
と
位
置
づ

け
、
更
な
る
事
業
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
二
次
予
防
強
化
策
と
し
て
各
種

検
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
昨

年
実
施
し
ま
し
た
脳
ド
ッ
ク
へ
の
一
部
助

成
に
加
え
、
本
年
度
は
肺
が
ん
の
早
期
発

見
を
目
指
す
た
め
、先
駆
的
に
肺
が
ん「
ヘ

リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
診
」
を
節
目
検
診
と
し
て

実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
者
に
対
す
る
施
策
と
し

て
、
地
域
が
中
心
と
な
る
介
護
移
行
の
予

防
策
と
し
て
、
県
事
業
の
「
地
域
支
え
合

い
体
制
づ
く
り
事
業
」
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
特
産
品
開
発
と
物
産
販
売
所
、
南
大
隅

マ
ス
タ
ー
の
活
用
、空
き
家
を
活
か
し
た
、

定
住
者
、
観
光
客
の
誘
客
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
よ
る
佐
多
岬
観
光
の
情
報
発
信
な

ど
、「
農
商
工
連
携
」、「
定
住
促
進
」、「
健

康
づ
く
り
」
の
３
本
柱
の
着
実
な
推
進
と

相
乗
効
果
に
よ
る
地
域
活
力
の
増
大
に
よ

り
「
歴
史
あ
る
文
化
と
豊
か
な
自
然
を
活

か
し
、
魅
力
あ
る
人
材
の
育
成
と
産
業
の

活
性
化
を
図
り
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
が

心
の
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
、
安

心
・
安
全
な
町
」
を
目
指
し
、
私
は
職
員

の
先
頭
に
立
ち
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
何
と
ぞ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
主
要
施
策

地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
の
ま
ち

づ
く
り

○
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
遊
休
農
地
の
活

　

用
○
新
規
就
農
者
へ
の
助
成

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
に

　

よ
る
観
光
協
会
設
立
な
ど

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り

○
５
種
類
の
定
期
外
予
防
接
種
に
一
部
助

　

成
○
子
育
て
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

○
地
域
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
設
立

　

な
ど

快
適
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

○
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

○
横
別
府
地
区
簡
易
水
道
改
良
事
業

○
乗
合
タ
ク
シ
ー
・
フ
リ
ー
乗
降
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り

○
小
学
校
統
合
へ
向
け
た
取
組

○
複
式
学
級
補
助
教
員
・
特
別
支
援
員
の

　

配
置

○
南
大
隅
高
校
通
学
補
助
な
ど

共
生
・
協
働
と
行
財
政
改
革
推
進
の
ま
ち

づ
く
り

○
地
域
担
当
職
員
に
よ
る
町
と
地
域
の
情

　

報
共
有
と
連
携

○
新
公
会
計
制
度
の
導
入

○
職
員
研
修
の
充
実
な
ど

物産館外観イメージ図

定住者住宅取得資金補助金交付式
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滑川小学校の児童と兪さん（写真前列中央）

真剣な表情のカップ先生（最前列左）

記念品を手渡す各種女性団体会員

乗合タクシー第１便の乗客の皆さん

まちの話題

心
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

３
月
15
日
、
根
占
中
学
校
と
第
一
佐
多

中
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
両
校
の
卒

業
式
で
町
各
種
女
性
団
体
（
10
団
体
）
の

皆
さ
ん
が
紅
白
も
ち
、
交
通
安
全
の
お
守

り
、し
お
り
を
卒
業
生
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
全
て
各
種
女
性
団

体
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
で
、
ね
じ
め
幼
稚

園
、
町
内
小
学
校
、
南
大
隅
高
校
で
の
卒

園
、
卒
業
式
で
も
児
童
・
生
徒
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
心
の
こ
も
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

◎
各
種
女
性
団
体
か
ら
卒
業
生
へ

　

記
念
品

よ
う
こ
そ
、
南
大
隅
町
へ

　

３
月
17
日
、か
ら
い
も
交
流
の
留
学
生
、

兪
悦
（
ユ
エ
ツ
）
さ
ん
（
中
国
）
が
滑
川

小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
中
国
の
紹
介
や
お
手
玉

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
行
い
、
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
中
国
の
国
技
は
？
」、

「
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
ま
す
か
？
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

兪
さ
ん
は
「
南
大
隅
は
自
然
が
き
れ
い

で
、
地
域
の
人
た
ち
も
と
て
も
親
切
。
滑

川
の
子
ど
も
た
ち
も
か
わ
い
い
。」
と
上

手
な
日
本
語
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
か
ら
い
も
交
流
留
学
生
と
滑
川

　

小
学
校
児
童
と
の
交
流

　

３
月
27
日
、
南
隅
囲
碁
同
好
会
の
定
例

会
が
行
わ
れ
、
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
南
大
隅
町
の
外
国
語
指

導
助
手
の
カ
ッ
プ
先
生
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

カ
ッ
プ
先
生
は
、
南
ア
フ
リ
カ
出
身
で

す
が
、
囲
碁
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
日

本
へ
来
る
前
か
ら
囲
碁
を
勉
強
し
て
初
段

の
腕
前
で
す
。
こ
の
日
も
真
剣
な
表
情
で

碁
盤
に
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
剣
な
眼
差
し

◎
南
隅
囲
碁
同
好
会
定
例
会

　

４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
南
大
隅
町

乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
出
発
式
が
役
場
庁
舎

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

は
根
占
滑
川
・
城
内
（
川
北
鬼
丸
含
む
）

地
区
か
ら
役
場
本
庁
舎
な
ど
市
街
地
ま
で

タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
い
、
乗
合
バ
ス
と
同

様
の
運
行
を
す
る
も
の
で
す
。
第
１
便
の

乗
客
に
は
森
田
俊
彦
町
長
よ
り
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
多
地
区
に

運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
こ
の

日
か
ら
、
停
留
所
以
外
の
場
所
で
乗
り
降

り
が
で
き
る
「
フ
リ
ー
乗
降
」
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
と
「
フ
リ
ー
乗
降
」
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
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　４月６日、町内の８小学校で入学式が挙行されました。平成 23 年度の新入学児童は、合計５５人。

　どの顔も晴れやかで新たな小学校生活への期待でいっぱいでした。友達をいっぱいつくって、勉強

にスポーツにがんばってください。

町 内 小 学 校 入 学 式町 内 小 学 校 入 学 式

今

日

か

ら

小

学

一

年

生

今

日

か

ら

小

学

一

年

生

宮田小学校 大泊小学校

登尾小学校

滑川小学校 郡小学校

大中尾小学校

神山小学校１年１組

佐多小学校

神山小学校１年２組
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第１１回

　

神
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
現
在
団
員
17
人(

男
子
２
人
・
女

子
15
人
）
指
導
者
２
人
、
育
成
会
16
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

  「
根
性
・
知
識
・
和
」
を
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
団
員
相
互
の
融
和
と
競
技
力

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
日
々
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
毎
週
３
〜
４
回
の

練
習
と
各
種
大
会
の
参
加
に
よ
り
地
区
の

団
員
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

第
３
土
曜
日
の
南
端
町
づ
く
り
活
動
は
、

施
設
や
公
園
の
清
掃
美
化
活
動
に
多
く
の

団
員
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
・
育
成
会
で
は
、
毎
月
発
行
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
通
信
に
よ
り
活
動
の
様
子

等
を
伝
え
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
、ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い
で

す
よ
。
団
員
募
集
中
で
す
。

練習日　
毎週月・水・金・土曜日
練習場所　南大隅町体育館他
監督　　　上古殿　弘一郎
コーチ　　浜田　正子
育成会長　折久木　秀博

2011.APR.2011.APR.
◆社会教育課◆社会教育課
　TEL：24-31　TEL：24-316644
◆佐多図書室◆佐多図書室
　TEL：26-0221　TEL：26-0221

☆図書館の本は、予約やリクエストができます。お気軽にどうぞ！☆図書館の本は、予約やリクエストができます。お気軽にどうぞ！

休館日のお知らせ休館日のお知らせ
◆根占図書館→５／２・１６　◆佐多図書室→土日・祝日はお休みです。◆根占図書館→５／２・１６　◆佐多図書室→土日・祝日はお休みです。

● JIN －仁－　①～⑳　　　　　　　　     村上もとか（集英社）● JIN －仁－　①～⑳　　　　　　　　     村上もとか（集英社）
●超思考　　　　　　　　　　　　　　   北野　武（幻冬舎）●超思考　　　　　　　　　　　　　　   北野　武（幻冬舎）
■ONEPIECE　ローグタウン編　　　　    尾田栄一郎（集英社）■ONEPIECE　ローグタウン編　　　　    尾田栄一郎（集英社）

●は一般書
■は児童書

「子どもの読書週間」＝読書でこどもの心を豊かに＝

根占図書館根占図書館

佐多図書室佐多図書室
●国道沿いのファミレス　　　　　　　　畑野智美（集英社）●国道沿いのファミレス　　　　　　　　畑野智美（集英社）
●娘から父への七十三通の手紙　　　　　香山風太（東京図書出版会）●娘から父への七十三通の手紙　　　　　香山風太（東京図書出版会）
■４７都道府県なるほどデータブック　　教育画劇編（教育画劇）■４７都道府県なるほどデータブック　　教育画劇編（教育画劇）

図書館からの図書館からの

お知らせお知らせ

神
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

神
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
ん
ば
れ

少
年
団

　４月２３日～５月１２日は、「子どもの読書週間」です。子どもたちに、
よい本に親しむことをすすめ、読書の楽しみや喜びを知らせ、正しい読書の
習慣を身につけさせましょう。また、毎月２３日は子ども読書の日となって
います。親子で読書に親しむ機会をつくってみませんか？

こども読書週間標語「友だち１００冊つくるんだ」
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「ふるさと納税」ありがとうございます

総額　６，０５９，５００円総額　６，０５９，５００円
（平成２０年度１６人　平成２１年度１７人　　平成２２年度２７人　　計６０件）（平成２０年度１６人　平成２１年度１７人　　平成２２年度２７人　　計６０件）

　本町では、「ふるさと納税」として皆さまから寄せられた寄付金を、「南大隅町ふるさとおこし基金」
に積み立てています。これまで本町に寄せられた寄付金の状況は下記のとおりです。

　「南大隅町ふるさとおこし基金」に積み立てている寄付金から、平成 22年度に「高齢者の食の自立
支援事業」に 1,500,000 円活用させていただきました。皆さまの御支援、御厚意に感謝申しあげます。
　歴史ある文化と豊かな自然、人情味厚い愛あふれる町「南大隅町」は、住む人・訪れる人が幸せを実
感できる、安心・安全な町づくりを目指しています。今後も「南大隅町」に、皆さまからの応援をお願
いいたします。

事　業　名 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 計
産業振興、元気な地域づくり、教
育文化の町づくり等に関する事業 48,500 102,500 2,570,000 2,721,000

ふるさとの自然、環境保全等に関
する事業

143,500 122,500 275,000 541,000

高齢者支援等に関する事業 484,500 1,312,000 445,000 2,241,500
観光振興等に関する事業 153,500 92,500 310,000 556,000

合　　　計 830,000 1,629,500 3,600,000 6,059,500

【問い合わせ先】
　企画振興課　℡２４－３１１５（直通）

【高齢者の食の自立支援事業】とは
　身体的な衰えや認知症等で食事が作れなく
なった高齢者や、疾病等で食事の管理が必要な
高齢者等にカロリー計算された食事を提供し、
住み慣れた自宅での生活ができるよう支援する
事業です。

・東京都足立区　　　１名　　　　　　　　・鹿児島県姶良市　　１名
・北九州市小倉南区　新原　麗子　　　　　・東京都東久留米市　山田　利美
・奈良県橿原市　　　湯田　至朗　　　　　・大阪府堺市　　　　上石田　三司

　１月１日から３月３１日までに、下記の方から「ふるさと納税」として寄付をいただいています。
◎寄付者氏名（敬称略）　氏名等の公表をして差し支えないという方のみ記載しています。
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ごくろうさまでした。ごくろうさまでした。
◎退職者（平成２３年３月３１日付）◎退職者（平成２３年３月３１日付）
　●上籠　司（税務課）　●上籠　司（税務課）
　●池之迫　秀人（建設課）　●池之迫　秀人（建設課）
　●中村　望（議会事務局）　●中村　望（議会事務局）
　●石田　幸子（住民グループ）　●石田　幸子（住民グループ）
　●瀬戸　京子（保健課）　●瀬戸　京子（保健課）
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役場保健課から役場保健課から

年に一度は、集団（特定・長寿）年に一度は、集団（特定・長寿）
健診を受けましょう！健診を受けましょう！

皆様が、積極的に健診を受けていただくことにより、
①病気の早期発見・早期治療につながります。
②生活習慣の予防や改善が図られます。
③医療費の適正化につながります。

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【事　案】
● 還付金の手続が必要だ、自分はお宅へ訪問でき
ない。他の職員を代わりに行かせるので、キャッ
シュカードを渡してほしい。
● 医療費等の払い戻しがあるので、銀行名、口座
番号を教えてほしい。
● 払い戻しがあるので、今すぐ銀行のＡＴＭへ携
帯電話を持って行ってほしい。
● 「女性の検診」に関する問診などをし、卑猥な
言葉を言われるなど

　南大隅町では、４月１日から、下記の５種ワクチンの予防接種費用の助成をしています。
　助成期間は平成 23年４月１日～平成 24年３月 31日までの１年間です。
　これらの予防接種は希望者のみが受ける任意接種です。接種効果や副反応などについては十分理解
された上で、保護者の同意のもと接種してください。

　接種を希望される方は希望する医療機関に予約をしてから役場に予診票を取りに来てください。
接種を受けたら母子手帳に記入してもらいましょう。子宮頸がん接種の方は医療機関にて「予防接
種済証」をもらいましょう。
＊ 今年３月末までに「新型インフルエンザ予防接種」を受けられた非課税の方で払戻し手続きをさ
れていない方は「接種済証」と「領収書」を添えて４月中に保健課で手続きをしてください。

【問い合わせ先】　　役場保健課　℡２４―３１２６（直通）

定期外予防接種費助成のお知らせ

肝属郡医師会での
実施医療機関

・じょうさいクリニック
・今隈医院
・濵畑クリニック
・大根占医院

　

全
国
各
地
で
役
場
や
国
・

県
の
機
関
を
か
た
り
個
人
情

報
等
を
聞
き
出
す
な
ど
下
記

の
よ
う
な
事
案
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

役
場
及
び
国
・
県
か
ら
事

例
の
よ
う
な
電
話
を
か
け
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

で
も
不
審
に
思
っ
た
時
は
、

個
人
情
報
等
を
教
え
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆助成対象となる予防接種及び接種料
対象者 接種回数 個人負担額

小児用肺炎球菌 生後２ヶ月～５歳未満 月数によって異なる ０円
ヒブワクチン 生後２ヶ月～５歳未満 月数によって異なる ０円
水ぼうそう １歳～５歳未満 １回 3，000 円
おたふくかぜ １歳～５歳未満 １回 3，000 円
子宮頸がん 中 1年～高１年女子 ６ヶ月間に 3回 １回 3，000 円
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地域の診療所をぜひ、ご利用ください
診療所名 診療日 受付時間 電話

郡へき地出張診療所 毎週　月・木曜日 午前９時～午後５時まで ２６―１８５６

大泊へき地出張診療所 毎週　火・金曜日 午前９時～午前１１時まで ２７―３０３０

辺塚へき地出張診療所 毎週　木曜日 午後１時３０分～午後２時まで
２４―３１２６
（役場保健課）

横別府診療所 毎週　水曜日 午後１時３０分～午後２時まで
２４―３１２６
（役場保健課）

町立歯科診療所
毎週　月～土曜日
但し木曜日は休診

午前８時３０分～午後６時まで
※午後の受付は２時から
　土曜日は午後１時まで

２６―１０２２

◎歯科診療所以外の診療においては、送迎も行っております。

妊婦教室について
　錦江町と合同で行ってきました妊婦教室が、
産婦人科での妊婦教室の実施が増えてきてい
ることと、妊婦の就業が増えたことによる参
加者の減少により、3月をもって終了となり
ました。
　最後は両親学級ということで 4組の夫婦等
の参加があり、妊婦疑似体験や沐浴実習を行
いました。
　妊婦疑似体験では、お父さんに約 10ｋｇ
のエプロンをつけてもらい、座り動作や寝返
り等を行ってもらったところ、「靴下を履くの
が大変そう」「腰が痛い」「妊婦って大変だね」とねぎらいの言葉をかけている場面も見受けられまし
た。また沐浴実習では、まだ見ぬわが子を思い浮かべながら、赤ちゃんの人形を使い実際にお風呂に
入れられました。緊張しながらも、最後までがんばったお父さん。これからも、この日の気持ちを忘
れずに、夫婦で育児に取り組んでください。

　現在、医療センターの産婦人科は、常勤 2
名のみで懸命に診療に従事しておりますが、ハ
イリスク分娩・がん等の紹介患者さんの２次救
急医療に対することが精一杯であります。
　そこで、それに専念するために４月１日から
普通分娩についての対応はしないことにいたし
ました。住民の方々のご理解をよろしくお願い
します。
　　　　　　　　　　鹿屋医療センター　院長

鹿 屋 医 療 セ ン タ ー か ら
の お 知 ら せ 　本町では、町の健康づくりのために、下記の方々

の人材バンク登録をお願いしています。
　仕事内容は、地域での健康に関する業務等です。
勤務日程は、休日などが主で、現在勤務していて
も構いません。
★資格をもっている方
　・管理栄養士　・栄養士　・保健師　・看護師
　・歯科衛生士　・ヘルパーなどです。
★一般の方
　・健（検）診等の受付などの手伝いを３～４時
間程度していただける方
【問い合わせ先】　
役場保健課健康づくり係　℡２４－３１２６　

人材バンク登録について
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【
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先
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経
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再
生
可
能
エ
ネ
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ギ
ー
推
進
室
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０
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７
―
３
３
３

　
（
５
月
ま
で
）

　

℡
０
３
―
３
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０
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―
１
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１
１

　
（
６
月
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降
）

山
川
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根
占
航
路
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
ダ
イ
ヤ
変
更
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つ
い
て

　

フ
ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う
２
号
は
４
月
29

日
（
金
）
〜
５
月
５
日
（
木
）
の
期
間
は

左
記
の
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で
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航
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ま
す
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【
問
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合
わ
せ
先
】
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港
タ
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ナ
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【
問
い
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力
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屋
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業
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２
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６

鹿
児
島
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

し
、
極
力
早
く
解
決
す
る
た
め
、
労
働
局

企
画
室
の
ほ
か
県
内
全
て
の
労
働
基
準
監

督
署
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相

談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　

労
使
双
方
か
ら
の
ご
相
談
に
対
応
し
、

平
成
22
年
度
上
半
期
は
約
２
，
２
０
０
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

相
談
や
あ
っ
せ
ん
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
い

ず
れ
も
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
鯉

の
ぼ
り
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

て
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
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に
離
れ
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安
全
な
と
こ
ろ
に
た
て
ま
し
ょ
う
。

●
鯉
の
ぼ
り
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ポ
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を
立
て
る
と
き
、

　

倒
す
と
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は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た

　

場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら

　

ず
に
、
す
ぐ
に
、
最
寄
の
九
州
電
力
へ

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ク
レ
ー
ン
作
業
を
行
う
前
に
は

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
作
業
し

ま
し
ょ
う
。

○
付
近
の
状
況
を
よ
く
観
察
し
て
電
線
路

　

に
接
触
す
る
恐
れ
が
な
い
か
確
認
す　

　

る
。

○
配
電
線
の
近
く
で
作
業
を
行
う
場
合　

　

は
、
九
州
電
力
に
連
絡
し
て
建
設
用
防

　

護
管
を
取
付
け
て
安
全
措
置
が
講
じ
ら

　

れ
た
後
に
作
業
を
行
う
。

○
電
線
路
近
く
で
の
作
業
で
は
、
専
任
の

　

監
視
者
を
設
け
単
独
作
業
を
行
わ
な　

　

い
。

○
車
両
の
移
動
を
行
う
場
合
は
、
必
ず　

　

ブ
ー
ム
の
収
納
、
ダ
ン
プ
カ
ー
等
に
つ

　

い
て
は
荷
台
の
下
げ
を
確
認
し
て
移
動

　

す
る
。

す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
、
匿
名
で
の

ご
相
談
も
承
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
９
９
４
―
43
―
３
３
８
５

「
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制

度
」
に
伴
う
ご
負
担
に
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

家
や
事
業
所
等
に
お
い
て
太
陽
光
で
発

電
さ
れ
た
電
力
の
う
ち
、
使
わ
な
か
っ
た

電
気
の
買
取
り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け

る「
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

買
取
り
に
必
要
な
費
用
は
、「
太
陽
光

発
電
促
進
付
加
金
」
と
い
う
項
目
で
、
電

気
料
金
の
一
部
と
し
て
、
電
気
を
使
う
す

べ
て
の
方
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　

標
準
家
庭
の
ご
負
担
額
は
、
月
に
３
〜

21
円
程
度
と
な
り
、
ご
負
担
額
は
、
太
陽

光
発
電
の
普
及
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
宅
向
け
太
陽
光

発
電
の
導
入
は
制
度
開
始
前
に
比
べ
約
３

倍
に
伸
び
て
お
り
、
価
格
低
下
も
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
更
な
る
太
陽
光
発
電
の
普
及
・

拡
大
を
、国
民
全
体
で
支
援
す
る
た
め
に
、

本
制
度
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

山川港発 根占港発
８：００ ９：００
10：００ 11：００
12：００ 13：００
14：００ 15：００
16：００ 17：００

４月のお知らせ
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏　

名　
　
　

 

婚
姻
月
日   

自
治
会

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏　

名　
　
　

 

父　

母   

出
生
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

   

自
治
会

在宅当番医在宅当番医
　

月　日 当番医院名 電話番号
４月２４日 じょうさいｸﾘﾆｯｸ 24-2977
４月２９日 大根占医院 22-2658
５月１日 濵畑クリニック 25-2575
５月３日
    ～５日

肝属郡
医師会立病院

22-3111

５月８日 藤崎クリニック 22-2238
５月１５日 今隈医院 26-2222

※諸事情により変更となる場合がありますの
で来院の前にお問い合わせください。

町の人口
男 　4,189
女 　4,924
合計 　9,113
世帯 　4,515

氏　

名　
　

年
齢   

自
治
会　

月　

日

町
の
動
き
４
月

保健・検診　■４月～５月
４／２２（金）健康相談健康相談

9：30～
13：30～

石蔵
ネッピー館

４／２７（水）乳児健診 13：00～ 錦江町保健センター

５／　9（月）郡診療所栄養相談ポリオ生ワク経口投与
9：30 ～
16：00～

郡診療所
郡診療所

５／１０（火）ポリオ生ワク経口投与 13：30 ～ 根占保健センター

５／１１（水）糖尿病等健康相談3歳児健診
9：30～
13：00～

根占保健センター
錦江町保健センター

５／１２（木）育児相談 9：30～ 佐多保健センター

５／１３（金）日本脳炎予防接種 13：30～ 根占保健センター

５／１６（月）日本脳炎予防接種 16：00～ 郡診療所

５／１７（火）ポリオ生ワク経口投与 13：30 ～ 根占保健センター

５／１８（水）母子相談 9：30～ 根占保健センター

　●根占地区　　　　　　●佐多地区
　■建部住宅（１戸）　  　■伊座敷団地１号棟（１戸）
　■緑ヶ丘住宅（１戸）　  ■伊座敷団地 3号棟（１戸）
　■宮原住宅（１戸）  　　■郡団地（１戸）
　　　　　　　　　　　　■竹之浦団地（１戸）
　　　　　　　　　　　　■大中尾団地（１戸）
　●応募締切は、４月２８日（木）までとなります。
　申請、お問い合わせは下記の通りです。
　●抽選日　５月 6日（金）
　●役場財産運用課　℡２４―３１２０（直通）
　　　　　　　支所　℡２６―０５１１（代表）
※申請の際には、所得証明書と納税証明書が必要となりま
すので、添付してください。

町内公営住宅入居者募集

地　区 根占地区 佐多地区 肝属地区
頭　数 96頭 59頭 1,614 頭
平　均 417,344 円 412,220 円 413,716 円
メ　ス 384,959 円 378,692 円 374,245 円
去　勢 451,106 円 438,636 円 451,635 円

肝属全体前月比 : 17,296 円高

南大隅町子牛のセリ市情報について
平成２３年３月のセリ市情報

税務課からのお知らせ

　４月は、国民健康保険税第１期の納
期月となっています。納税はお早めに
お願いします。

　
「
町
の
動
き
」
で
は
、
役
場
町
民

福
祉
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
出
を
し
た
方
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

都
合
に
よ
り

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

都
合
に
よ
り

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
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春の農作業事故ゼロ運動月間について役場経済課から
お知らせ

４月は「春の農作業事故ゼロ運動月間」です。
ゆとりをもった無理のない農作業を行い、事故の未然防止と安
全対策に努めましょう。

●トラクターを運転する際は、もしもの転落・転倒に備え、必ず安全キャブや安全フレームを
　正しく装着し、シートベルトと紐付きヘルメットを着用しましょう。
●作業前に農業機械や作業場所の点検、整備を十分に行いましょう。
●ほ場への進入路や路肩など段差のある場所では、機械の転落・転倒に十分気をつけましょう。
●道路では、低速走行や一時停止等を励行して、他の車両に十分注意しましょう。
●ほ場作業以外では、必ずブレーキペダルを連結しましょう。
●耕運機では、いつでも緊急停止できるように注意するとともに、作業環境に留意して、挟ま
　れ事故を防ぎましょう。
●出かける前に家族等に一声かけ、作業は明るいうちに複数の人数で行いましょう。
●農作業中の災害に備え、労災保険等に加入しましょう。
●くれぐれも「自分だけは大丈夫」と思わずに、ゆとりをもって、無理のない農作業に心がけ
　ましょう。

【問い合わせ先】　役場経済課　℡２４－３１２８（直通）

二十歳になったら国民年金への加入と届出を！二十歳になったら国民年金への加入と届出を！

２０歳の誕生日が近づくと、日本年金機構から「資格取得届」が送付されます。必要事項を記入し、
年金事務所または町役場の担当窓口に提出してください。後日、年金手帳が届きます。２０歳になった
時点で厚生年金保険などに加入している人は、年金事務所にお知らせしていただければ、資格取得届の
提出は不要です。

こんなときは届け出を
　日本国内に居住している２０歳から６０歳までの方は国民年金の被保険者です。国民年金の加入中
に被保険者の種別が変更となるような場合は、届け出が必要となります。必要な書類などを確認のう
え、必ず届け出てください。

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？
第１号
被保険者

・学生
・自営業者　等

自身で役場年金係へ届出 自身で納付

第２号
被保険者

・会社員
・公務員　等

勤務先が届出 勤務先で納付

第３号
被保険者

・第２号被保険者に扶
養されている配偶者

配偶者の勤務先へ届出
なし（配偶者が加入する制度
が負担）

鹿屋年金事業所　国民年金課　　　　℡０９９４―４２―５１２３
南大隅町役場　町民福祉課年金係　　℡２４―３１２５（直通）
佐多支所住民グループ　年金係　　　℡２６―０５１１（代表）
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第１０回　関西南大隅会
創立 10周年記念総会の開催について

　第１０回関西南大隅会を下記の日程にて開催します。

■日時　平成２３年５月８日（日）　１２時～
■場所　「道頓堀ホテル」　　℡ 06-6213-9040
　　　　大阪市中央区道頓堀 2-3-25
■会費　男性 8,000 円　女性 7,000 円（写真代含む）
（佐多地区出身者の方、お誘いあわせの上ご参加お待
ちしております。）
【問い合わせ先】
◎会　　長　　中村　睦朗　℡ 072-867-6980
　　　　　　E-MAIL　naka-626.san@song.ocn.ne.jp
◎事務局長　　溝口博己　　電話　0794-84-0706
◎事務局次長　大内山優美　電話　0724-84-3719

臨時職員募集について
　南大隅町教育委員会では、臨時職員を募集し
ます。
　勤務地は根占図書館及び佐多図書室で、募集
人員は 1名です。
　応募に際しては、年齢 55歳までの健康な方
で、普通自動車免許を取得していることが条件
となります。
　ご希望の方は、履歴書を添えて、４月２８日
（木）までに教育委員会社会教育課までお申込
ください。
【問い合わせ先】
　南大隅町教育員会　社会教育課
　℡　2４－３１６４（直通）

看板広告全般
綜合
看板アド・ダイケン社

代表　大久保　健一
●お気軽にお電話下さい。

０９０－９７２２－１２６４
ＴＥＬ・ＦＡＸ　０９９４－２４－４８７５
南大隅町根占横別府９６８番地

　掲載を希望される方は、広告掲載
申込書に広告案を添付して、掲載を
希望する発行月の前月下旬までに、
南大隅町企画振興課までお申込みく
ださい。

■広告例
○企業などの宣伝広告
○企業などの求人広告
○商店などのイベントの告知など

16みなみおおすみ　広報　2011.04



家紋入りの提灯

早期ご予約割引（５月 31 日まで）

提灯のご用は

どこよりも安く豊富な当店で

紳士　婦人礼服

いつでも大奉仕
婦人用７～ 19 号 １万円より

紳士用全サイズ 19,800 円より
（毛混、アジャスター付高級品）

ショッピングセンター

ひろくま
☎２２－２３４５
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■編集・発行　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北226番地　　TEL　0994-24-3111
　　　　　　　南大隅町役場企画振興課　　　　　　　　　　FAX　0994-24-3119
　　　　　　　ＵＲＬ:http://www.town.minamiosumi.lg.jp/

会　　　長　松下清志
広報委員長　松下昌平
交流委員長　中野一兎
事 務 局 長　上坂元誠
●事務局　〒890-0003
鹿児島市伊敷町5丁目30-24
☎099-220-8957

遠きにありて
佐多郷友会

第１２３回ペンリレー

　４月９日～１６日にかけて
水流保健課長と熊之細企画振
興課主幹の２人が「大隅半島
４市５町復興支援チーム」の
一員として岩手県大船渡市へ
派遣されました。今後も順次
役場職員が派遣される予定で
す。
　また、被災者支援として、義援金・支援物資の登録を行っ
ております。詳しくは下記までお問い合わせください。皆
様のご協力をお願いします。
【問い合わせ先】
◎役場　町民福祉課　　　　TEL：0994-24-3125（直通）
◎南大隅町社会福祉協議会　TEL：0994-24-4218

東日本大震災支援について

交通死亡事故「ゼロ」日継続中（４/１５現在）
南大隅町　９１１日

（根占地区４, ９１４日・佐多地区９１１日）

　３月２７日、南大隅空手道スポーツ少年団３３
人が「タイヨー大根占店」前で東日本大震災募金
活動を行いました。神山小５年の牧花純さんは「今
日の募金を地震で困っている人達に少しでも役立
ててもらいたい。」と話しました。

東日本大震災義援募金活動
南大隅空手道スポーツ少年団

多くの皆さんが募金に協力してくださいました

　

新
聞
で
ツ
ア
ー
の
こ
と
を
知
り
、

読
書
会
の
仲
間
に
話
す
と
、
皆
「
錦

江
町
、
南
大
隅
町
と
行
っ
た
こ
と
は

な
い
の
で
一
度
は
訪
ね
て
み
た
か
っ

た
。」
と
意
気
投
合
。

　

２
月
26
日
、
初
日
は
役
場
職
員
の

方
が
垂
水
港
で
参
加
者
を
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
佐
多
、
根
占
で
は
南
大

隅
町
歴
史
研
究
会
の
松
元
氏
が
資
料

を
基
に
現
地
を
案
内
さ
れ
、「
佐
多

馬
籠
の
石
塔
石
群
」、「
佐
多
郡
の
祢

寝
氏
累
代
の
墓
」、「
佐
多
旧
薬
園
」、

県
内
最
古
の
「
宇
都
の
板
碑
」
な
ど
。

　

神
社
・
お
寺
巡
り
で
は「
園
林
寺
」、

「
諏
訪
神
社
」、「
鬼
丸
神
社
」を
巡
り
、

資
料
の
三
国
名
勝
図
会
で
は
１
６
０

年
前
の
佐
多
、
根
占
の
地
名
・
歴
史

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。　

ま
た「
根

占
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
南
蛮
貿
易
に
よ
っ
て
根
占
の

町
が
繁
栄
し
た
歴
史
的
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
田
代
で
は

「
う
ん
め
も
ん
の
会
」
の
農
家
の
主

婦
お
二
人
が
「
花
瀬
川
」
と
「
猪
鹿

倉
集
落
の
歴
史
散
策
」
を
マ
イ
ク
片

手
に
解
説
し
、
落
ち
葉
を
踏
み
し
め

て
の
森
林
浴
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
し
て
島
津
斉
彬
公
が
花
瀬
に

来
遊
さ
れ
た
時
の
「
お
茶
亭
の
カ
マ

跡
」を
見
て
歴
史
の
深
さ
を
知
っ
た
。

　

昼
食
は
「
う
ん
め
も
ん
の
会
」
の

手
作
り
弁
当
で
、
煮
し
め
、
お
に
ぎ

り
と
竹
の
皮
で
包
み
、
け
せ
ん
団
子

ま
で
い
た
だ
い
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

添
え
て
あ
り
、
心
温
ま
る
お
も
て
な

し
に
感
謝
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て

改
め
て
農
家
の
主
婦
の
パ
ワ
ー
を
感

じ
た
。
大
根
占
で
は
河
口
氏
手
作
り

資
料
の
表
紙
は
カ
ラ
ー
刷
り
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
資
料
「
空
か
ら
見
た

錦
江
湾　

炎
の
国
」
に
あ
っ
た
言
葉

「
一
隅
を
照
ら
す
此
れ
則
ち
国
宝
な

り　

最
澄
」
に
は
感
動
し
た
。

　

地
元
の
人
々
の
ガ
イ
ド
は
す
ば
ら

し
く
、
南
大
隅
の
歴
史
・
地
理
・
文

化
を
歩
い
て
、
見
て
、
触
れ
て
、
肌

で
感
じ
た
二
日
間
の
有
意
義
な
旅

だ
っ
た
。
そ
し
て
夫
の
故
郷
南
大
隅

を
再
発
見
し
た
。

南
隅
地
域
の
史
跡
巡
り
と
町
歩
き
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て新

迫　

加
代


